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御坂サイフォンの長さと表記に関する一考察












































1891 (明治24)年 1953 (昭和28)年 1992 (平成4)年






(Thomas Pigott & Co.) 
表2 参照 750.60m 749. 32m 
注)初代についてはTheJapan Weekly Mail， Yokohama. Japan， (1891年7月4日付記事







No. 資料名 発行年 執筆者・発行者等 長さ 表記 備考原文
1889年~ 不明(加古郡母里村 四百十間一分九厘 吹キ上ケ(サイフン) 発行年は明不され
① 『疏水士模型』 1891年の問 外4ヵ村普通水干IJ組 (41間2分9厘) ノ工法，湾管工(吹上 ていない。記載内
力、? 合ワ) ケ即チサイフン) 容より推定
2468 feet inverted syphon 新聞記事。 The
]apan lVeekly 





③ 『淡河川|疏水工事ノ顛 1892年 外4ヵ村普通水干IJ組 四百十三間六分七厘 p.4，噴水管(サイフホ末』 合りあるいは粕谷* (413間6分7厘尺)p.8 ン)p.6，噴水管p.8，
直?) 二千四百八十二尺 噴水工(サイフホン)
(2482尺)p.10， p.14 .10 
「淡河川疏水工事 3四間百余拾)三p間余
再木p.325 |回遊朔郎君/設
④ 1895年 藤津輝昌(工学会誌 (4 1 3r"9~) p.326 計ニシテ濁逸園ノ¥(三)J 161巻 pp.307-326) アーマ氏ノ監督セ
シモノト伝j
一千四百八十一尺 「サイフホン」工 127 1912年または1913
1912年また
(2482尺) 138項 項，噴水管136項，139 年は旗手
三、四八三尺 項，噴水工 「サイホ (1980) ， 1914年
⑤ 『母里村難恢復史略』 は1913年、 北線直正 (2482尺) 139項 ンJ138項 はいなみ野ため池あるいは ミュージアム運営
1914年 協議会 (2009) に
よる。
⑥ 『加古郡誌』 1914年 兵庫県加古郡役所 記載なし 噴水管p.76
⑦ 『山田川疏水事業沿革 1915年 兵庫県系淡河川山田川
記載なし 記載なし
誌』 普通水干IJ組合
⑧ 『美嚢郡誌』 1926年 美嚢郡教育委員会 記載なし 記載なし 写具掲載。




1940年 普通水利組合 (413問7分)p.10 p.5， 口氏水管p.6，織管サイフォンp.I0
⑪ 『疏水記要』 1940年 普兵庫通県水系淡河川山田川 記載なし 記載なし手IJ組合
一千四百八十一尺 サイフォンp.2，p.65， /『淡河川疏の水工事
『淡河川山田川|疏水五十 兵庫県Z淡河川山田川 (2482尺)P. 65. p.66 p.67，吹上ケノ工法 顛末』 引用を⑫ 1941年 p.34，噴水工(サイプ 明記。年史』 普通水利組合 オン)p.65，噴水管
p.66 
一千四百八十一尺 「サイフォン」工 127 略『母里村難恢復版。史
⑬ 『母里村難恢復史客』 1955年 北保直正 (2482尺) 138項 項，噴水管136項，139 』⑤の復刻三、四八三尺 項ン 噴水工 「サイフォ
(2482尺) 139項 138rj' 
⑭ |水『利県営改淡良剛事業要山望田室川』農業 1961年 兵庫県 760m p.3 サイブホンp.3，p.6 「淡河川疏水工事ノ顛末」の引用を
⑮ 『(創淡業河川77周・年山)田川1疏水史 1965年 兵庫県淡河川山田川 414問 p.12噴水管(サイフオン) r753mJ のあ換り算。表土地改良区 p.12，サイフオンp.13 示 (p.12)
⑩ 『疏水沿革の概要』 1965年 兵土庫地改県淡河川山田川 750m p.2 御坂サイフォンp.2良区
七五Oら サイフォン |サイフォンは連
(750m) p.447 p. 447， p.449， p.1049， 通管の理に基くも
⑪ 『稲美町史』 1982年 稲美町史編集委員会 七五-~~ p.1051，噴水管(サイ ので」 p.447 
(751m) p.1050 フォン)p.1049， 
「サイフォン(噴水
七五ーメ トノレ サイホン主 p.33 『淡山77年史』な
(753m) p. 166， サイホン らびに 『稲美町
⑩ 『兵庫のため池誌』 1984年 兵庫県農林水産部農 750m p 169， p.33，p.166，p.167，p.17 史』の引用を明地整備課 七五0メ トーノレ 0， p. 189 記。
(750m) p.170 噴水管(サイホン)
. 166. D. 169 
⑩ 兵庫県農林水産部農
753m p.778 吹上工法(逆サイホン 『淡山77年史」の
『兵庫の土地改良史』 1990年 地整備課 工事)p.776 引用を明記。逆サイホン0.778
753m p.21 |吹ン)上工法 (逆ササイイホ
⑩ 『東播用水事業誌』 東播用水農業水干IJ事
p.21， ホン
1993年 業所 p. 21， p.385，サイホン管， p.386逆サイホン
ー386
@ |木『力編山皿1市史 第3巻 2000年 加古川市史編さん専 七五ーメ トノレ サイフォンp.356門委員会 (753m) p.356 
@ 『兵庫県の近代化遺産』
2，482尺 p.131サイフォン技法p.130， (約750m)の換算
2006年 兵庫県教育委員会 サイフォ(逆ンp.130， 131， 表示(p.131)あ
噴水工 サイフォ り
土木学会図書館ホ ム 2，482尺 噴水工(逆サイフォ (760m)の換算表
へーン ン) 示あり。






































































































fet 聞 尺 メー トル
(m) (m) (m) (m) 
2468 752.244 411間2分9厘 747.281 2482 752.120 760 
(②) (①) 747.799本1 (⑤ε3)⑤⑫，⑬'@ (⑩'@) 
413問6分7厘 750.929 750 
(③) 752.126ホ1 (⑩，⑪，⑩，⑫) 
413間余 750.908+α 751 
(④) 750.908川 +α (⑪) 
413問7分 750.930 753 
(⑨，⑩) 752.181ホ1 (⑩，⑩，⑩，⑪) 
414問 752.727 
(⑮) 752.727ホ1
注)番号は表2に対応。メ トノレへの換言Aについては問J， 尺J，分J， 厘」は度量衡法(明治24年3月24日法律第3号)に準じ，
feetは英フィー トに準じる。






































fet. 問 (分， 厘).尺，メートルの4つの単位が用いら
れている O それぞれの単位ごとに関係文献と値を整理し
たのが， 表3である O 値が示されていた19の関係文献中，





表3には. 1 feetJ. 1間J.1尺」のそれぞれの値をメー
トルに換算 した値を示したO 換算にあっては. 1問」
(1分J.1厘J)と「尺jは「度量衡法J(1891 (明治24)
年制定)に準拠し. 1 feetJは英フィートに準じて 71 算




















であり，その後は 「問」 と 「尺」が多用されている。そ
のほとんどが 「問」か 「尺」のいずれかのみを採用した
値を示しているのに対して， r度量衡法』制定後の『淡









































メ トル換算値 記載 関係文献
747.281 411間2分9厘
((①①)  747.799 *1 411問2分9厘
750 750メー トル (⑩，⑪，⑩，の(④) 
750.908+α 413間余
750.929 413問6分7厘 (③) 
750.930 413問7分 (⑨，⑩) 
751 751メー トル (⑪) 
752.120 2482尺 (③，⑤，⑫，⑬@，(@ ③)  
752.126*1 413問6分7厘
752.181*1 413問7分 (⑨，⑩) 
752.244 2468feet (②) 
752.727 414間 (⑮) 
753 753メー トル (⑩⑩⑩8) 





における度 (長さ)の 「分jは 「尺」の100分の 1，r厘」
は 「尺」の1000分の 1であり 10分の lは 「寸」である。
したがって， 413間7分を「間jのみで表記するならば，
413.07となる O 一方， 小数の単位での 「分」と 「厘」 の
それぞれの意味は， r分」が10分の 1，r厘」が100分の






そこで 「間jと 「尺jの関係をみてみる o 1間=6尺で
ある o 2482尺を問だけで表記すると， 413.667間 (小数
第4位を四捨五入)となるO ここで得られた値は 「分」
「厘jが小数の単位として用いられていると理解すれば，














































































きく 3つに分けて考えることにするO すなわち， 英語表
記，カタカナ表記， 日本語表記である。それぞれの表記
ごとに整理したのが表5である O
まず英語表記についてみてみる O 英語表記は， fThe 
Japan Weekly MaiU②の fsyphonJのみである O 英英
辞典でみると，現代英語では， fsyphonJではなく fsip 
honJが一般的な表記となっている(表6)。 すなわち見






































































































siphon (also s y phon) : a tube that is used for moving 
liquid from one container to another， using pressure from 
the atmosphere 
1. a tube that is bent so that a liquid can be drawn 
upwards and then downwards through i t to lower level. 2. a 
kind of bottle for holding SODA WATER and forcing i t out 
by gas pressure: soda-siphon 
SIPHON 
1. a bent tube for carrying liquid out over the edge of a 
container to a lower level through the atmospheric 
pressure on the surface of the liquid 2. sama as SIPHON 
BOTTLE 3. a tubelike organ， as in a cuttlefish， for 
drawing in or ejecting liquids 
SIPHON 
1 サイフォン(液体を低所へ移すための曲目). 2 =siphon 
tコttle. 3 (動物)水管、吸管
siphon 



















































































































































































? 436.6 42.2 
440.3 50.2 
52. 6 * 1 5.6 8.0 





96. 96， 103. 02，内径30角) X 3列
109.08 
*1)三夜百万雇
出所)東播用水土地改良区資料，淡山百周年記念史編集委員会編 (190)，文化財建造物保存技術協会 (1984)， 
熊本国府高等学校パソコン同好会ホームページ
(http://www.kumamotokokufu-h.ed.jp/kumamoto/ i s i basi/ t山 junkyo.html) ， 



























































































































































































































8 )試みに 1問=6尺 1寸で換賞すると， 406.885問と
なる。
9)展示写真に同資料のページ番号が記載されているこ
とから確認できる O
10)三木市が設置した看板では「サイホンjと表記し，
そのほかの環境庁・兵庫県(合同)，加古川流域土地
改良事務所，東播用水土地改良区，土木学会の4団体・
機関は「サイフォン」と表記している。
11)新井水利組合連合(1998) よる O
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